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Abstract: This study explores the effect of preliminary instructions on college students’ ability to learn new

songs to sing while playing the piano during piano lessons offered in the Department of Childhood Develop­

ment and Education at Konan Women’s University. Although students are required to learn various types of

pieces for simultaneously singing and playing the piano to complete the“Instrumental and Singing I and II
courses,”which are courses for kindergarten, elementary school, and nursery teacher training, there are occa­
sions when it takes great effort and time to do so. That is, there are pieces which have complicated rhythms

typical of popular music, and tunes that students are unfamiliar. Because students get only a limited period of

time to learn musical pieces during piano lessons, at kindergarten, and elementary school and nursery school

environments, it is essential for them to learn these pieces efficiently. Based on the results of student surveys

conducted in 2018 and 2019, we analyze the effect of preliminary instructions on students’ skill acquisition

in simultaneously singing and playing the piano, and examine efficient ways to introduce these preliminary

instructions.
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要旨：本研究の目的は，甲南女子大学人間科学部総合子ども学科の幼稚園教諭・小学校教員養成，お
よび保育士養成における「器楽・声楽Ⅰ，Ⅱ」の授業内のピアノ実技指導に関して，演奏が困難な弾
き歌い曲や未知の曲の習得に，事前指導の導入がどの様な効果があるかを明らかにすることである。
本授業では，様々な弾き歌い曲の習得を必須としているが，ポピュラー音楽などに代表されるリズム
が複雑で難しい弾き歌い曲や，学生にとって未知の弾き歌い曲の場合，その習得は大変な努力と時間
を要する。実際，授業内であっても，保育，教育の現場であっても，必要とされる曲の習得に掛けら
れる時間は限られており，効率的な曲の習得の為の指導は必要不可欠である。そこで，2018年度と
2019年度のアンケートデータから，事前指導の導入によって学生の習得率は上がるのか，また，ど
の様な事前指導が効果的なのかを比較分析するi。

キーワード：音楽教育，弾き歌い，事前指導，ピアノ指導，リズム，幼稚園教諭・小学校教員・保育
士養成
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Ⅰ は じ め に

本研究は，甲南女子大学人間科学部総合子ども学科
「器楽・声楽Ⅱ」の授業内で 2018年度と 2019年度に
行ったアンケート調査を基に，リズムが難しい弾き歌
い曲や未知の弾き歌い曲習得時の，効果的な指導手順
を提案するものである。「衣川ほか 2018」では，保育
園や幼稚園の現場で使われる弾き歌い曲には，必ずし
も童謡やリズム曲，手遊び歌などの簡潔で明確なリズ
ムの曲ばかりではなく，流行りのポピュラー音楽など
メロディーのリズムも原曲の伴奏もかなり難しい曲が
多く含まれていることが示されているii。また同論文
では，保育実習や幼稚園実習で使用された弾き歌い曲
は，テキストにない曲がテキスト掲載曲の約 2倍の数
にもなること明らかにされているiii。その為，「指導
者も学生も原曲伴奏にこだわることなく，それぞれが
出来るやり方を見つけ，読譜力や初見力をつけて様々
な曲に挑戦する」iv ことの必要性が指摘されている。
本学科でのピアノ実技の授業では，バイエル等の教則
本を使用しての読譜指導やリズム曲集を使用してリズ
ム感を養う指導を丁寧に行ってきた。難しい原曲伴奏
を簡易伴奏とする際の弾きやすいアレンジについては
「武藤ほか 2019」v で明らかにし応用しているが，メロ
ディー自体が難しく複雑なリズムを持った曲や未知の
曲を読譜し演奏する際の，学生の苦労と時間の消耗
は，従来の指導だけでは軽減せず，その解決法は未だ
課題となっている。そこで本研究では，リズムの難し
い曲や未知の曲などを限られた時間内に効率的に習得
させることを目的に，事前指導を導入し，その効果に
ついてアンケートを基に考察する。

Ⅱ 2018年度アンケートと
本研究の動機について

2018年度は本学科の「器楽・声楽Ⅰ，Ⅱ」担当教
員によって，授業履修者に対し「弾き歌いの伴奏につ
いてのアンケート」が実施され，その結果が「弾き歌
いの指導における簡易伴奏の研究－アンケート調査に
基づく簡易伴奏スタイルの分析－」としてまとめられ
たvi。アンケートの際に使用した弾き歌い曲は，《ち
ゅうりっぷ》，《大きなくりの木の下で》，《どんぐりこ
ろころ》，《山の音楽家》，《森のくまさん》の 5曲で，
これらは 80％以上の学生にとって大学入学以前から
の既知曲とのデータもあるvii。この 2018年度の研究

は単音伴奏と三和音のコード伴奏という簡易伴奏スタ
イルの違いにフォーカスしたものであった為，選曲の
基準はメロディーの練習に時間を割かず，伴奏に集中
できることであった。使用した弾き歌い曲は，それぞ
れ単音伴奏や三和音伴奏など 5種類の伴奏アレンジを
加え，アレンジ 1番－5番として徐々に難易度が上が
ると考えられる順に並べ，1週間で 30分間の練習と
いう時間制限を設けて習得状況を調査した（アレンジ
の例として《ちゅうりっぷ》を譜例 1に示す）viii。調
査の結果は図 1に示しているが，易しいとみなされた
アレンジ 2番までしか習得出来なかったのは全体の約
8％のみであった。また調査の結果，初心者の学生で
あっても三和音によるコード伴奏の方が，ベース音な
どの単音による伴奏よりも弾きやすく，時間をかけず
に習得できることが分かった。2018年度は，上記の
弾き歌い曲とは全く異なるタイプの《みんなともだ
ち》を使ってのアンケートも実施した（この《みんな
ともだち》と《ちゅうりっぷ》等のアンケート用紙は
末尾の資料 1に示している）。譜例 2に示した様に，
伴奏アレンジは《ちゅうりっぷ》とほぼ同様のスタイ
ルで 1番－5番としたix。《みんなともだち》の認知度
は非常に低く，「衣川ほか 2017」の研究でも約 40％
の学生しか，大学入学以前に知っていた子供の歌とし
て挙げていなかったx。また，この曲のポップス調の
メロディーは，譜例 2が示している通り，8分音符の
連続（ ）を，3分割したリズム（ ）に読み替え
る必要があるため，リズムが複雑で譜読みが困難であ
ることは予想された。図 1の通り，結果は約 30％の
学生がアレンジ 2番までしか習得出来ず，その内 5％
の学生に至っては，アレンジ 1番も弾くことが出来な
かった。先の《ちゅうりっぷ》等を使ったアンケート
では，アレンジ 1番，または，2番という易しいアレ
ンジしか習得出来なかった学生は約 8％だけであり，
アレンジ 1番も弾けなかった学生が皆無であったのに
比べると，30％という多くの学生が《みんなともだ
ち》に苦労していることが浮き彫りになった。資料 2

に示した様に，《みんなともだち》の特にアレンジ 1

番に寄せられた難しかった個所の回答（自由記述）に
よると，多くの学生がまずメロディーのリズムに苦労
し，和音や単音の伴奏スタイル云々以前の問題がある
ことが明らかになった。また，曲を知らないため，譜
読みに大変時間がかかった様子が窺えた。この結果を
前に，リズムが難しい曲や未知の曲を如何に短時間で
スムーズに指導し習得させられるかが次の課題となっ
た。本研究はこの問題の解決を図ることを目的とする
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ものである。

Ⅲ 2019年度の課題と
アンケート内容の改良点

2018年度の《みんなともだち》を使ったアンケー
トで浮き彫りになった課題－リズムが難しく演奏が困
難な曲や未知の曲の効率的な習得－は，教員・保育者
を養成するためのピアノ実技の授業において常に直面
している課題でもある。「久保 2017」では，ピアノ実
技の授業の中でピアノ経験 5年未満という比較的経験

の浅い学生を対象に，リズム感を養成する指導として
リズムと楽譜を結び付ける為に楽典と付点のリズムを
中心としたリズム打ちの実施の強化，リズム聴音を挙
げているxi。これは時間をかけて指導することによっ
て基本的なリズム感が身に付く為に重要な指導である
ことに異論はないが，限られた授業時間内で結果を出
すには即効性に乏しいだけでなく，アップテンポでリ
ズムが複雑なポピュラー音楽を演奏する場合の応用が
効かないxii。「佐藤 2018」では，授業の中で読譜指導
を中心としながら，音価ごとに学習を進めていくプロ
セスを提案しているxiii。第 1段階として 4分音符と 4

譜例 1 《ちゅうりっぷ》（2018） 譜例 2 《みんなともだち》（2018）

図 1 2018年度アンケート アレンジ 1番－5番の達成状況比較
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分休符で構成される《かえるの合唱》などの曲，第 2

段階として 2分音符や 2分休符，全音符や全休符が含
まれる《ぶんぶんぶん》などの曲というプロセスであ
る。これはリズムの基礎を養う為には効果があるが，
童謡などの比較的シンプルなリズムの曲の習得に限定
される。やはりリズムが複雑なポピュラー音楽への応
用に結び付けるには無理がある。一方で，「高﨑
2016」ではリズム感を養成するための手段としてリズ
ムに重点を置いたソルフェージュ指導について論じて
いる。リズム読みやリズム打ちに加え聴音の導入が主
であるが，興味深いのは，いつも同じようなテンポで
はなく時に速いテンポで実施することで即興性が鍛え
られることを指摘しているxiv。これは時間をかけるこ
とでアップテンポなポピュラー音楽のリズム習得へ繋
がる可能性はあるが，ピアノの授業とは別にソルフェ
ージュの授業時間をしっかり確保することが前提であ
る為，ピアノ実技の授業時間という枠の中では実現性
に乏しい。
そこで本研究では，リズムが難しい曲や未知の曲を
よりスムーズに，短時間で習得出来る様にすることを
目指し，効果的な打開策を探る。この様な目的を持っ
て，2019年度の「《みんなともだち》についてのアン
ケート（2019）」は，器楽・声楽Ⅱを履修中の学生
172名 4クラスを対象に実施した（そのうち有効回答
は 163名分）。授業の進行の関係上，クラスによって
2019年 6月 4日，または，6月 11日に授業内でアン
ケート用紙と楽譜を配布，1週間後の授業でアンケー
ト用紙を回収し，《みんなともだち》の演奏をさせて
習得の様子を確認した。アンケートの改良点は次の 3

点である。
（1）2018年度の簡易伴奏の研究結果を反映させて，

《みんなともだち》の伴奏アレンジに変更を加える。
（2）アンケート用紙と楽譜の配布時に，授業内で事
前指導を取り入れる。
（3）アンケートの質問内容を，リズムの習得に関す
るものとする。
これらの改良点についての詳細は，以下に記述する。

1）伴奏アレンジについて
譜例 2に示した様に，2018年度のアンケートで使
用した《みんなともだち》の楽譜はアレンジ 1番から
アレンジ 5番の順で，伴奏が徐々に難しくなる様に配
置された 5パターンのアレンジで構成されている。メ
ロディーはアレンジ 1番からアレンジ 5番まで同じで
ある。アレンジ 1番は単音伴奏で主として 2分音符に

よるシンプルな拍子に即したリズム（ ）を中心と
したアレンジとした。音の跳躍も最も平易となるよう
配慮した。アレンジ 2番は同じく単音伴奏であるが，
付点 2分音符＋4分音符（ ）のリズムを主とした
アレンジとした。使われている音はアレンジ 1番とほ
ぼ同じである。アレンジ 3番は三和音による伴奏で，
I, ii, iii, IV, V, V7の基本的な和音に，アレンジ 1番と
同じ 2分音符を主としたリズムを用いた。和音は左手
のポジション移動をなるべく回避できるような配置と
した。アレンジ 4番は臨時記号を多用しセカンダリー
ドミナントなどの借用和音を含む和音に，アレンジ 2

番と同じ付点 2分音符＋4分音符のリズムを主とした
アレンジとした。アレンジ 5番は，アレンジ 4番と同
じ和音を用いた和音伴奏であるが，更に複雑なシンコ
ペーションのリズム（ ）を含むアレンジと
した。これらアレンジ 1番からアレンジ 5番の楽譜を
使ってのアンケート結果は，先に記したとおり，非常
に多くの学生が習得に苦労した実態が明らかになっ
た。そこで，2019年度の楽譜のアレンジは次の点を
変更した（2019年度の楽譜は譜例 3-6に示す。譜例 2

の 2018年度アレンジと比較参照のこと。また，表 1

に 2018年度から 2019年度への変更点と各アレンジの
特徴をまとめる）。先ず，単音伴奏のアレンジ 1番と
アレンジ 2番を排除し，全て三和音によるコード伴奏
とし，アレンジ A-D の 4パターンのアレンジとした。
これは，昨年度の簡易伴奏の研究で約 87％の学生が
コード伴奏の方が弾きやすいと回答したためであ
るxv。更に，全ての和音にコードネームを記し，学生
が全ての音符を読まなくてもコードがつかめるよう配
慮した。単音伴奏のアレンジ 1番とアレンジ 2番を排
除したため，アレンジ 3番より易しいアレンジを提供
するため，全て全音符のリズムでアレンジ 3番と同じ
基本的な和音のみを使ったアレンジ A を加えた。こ
れはアレンジ 1番と同じ程度の難易度だと考えられ
る。アレンジ 3番はそのままアレンジ B として使用
した。先のアレンジ 4番の和音は，臨時記号が多く，
学生が譜読みをする上で非常に時間がかかっていたた
め，リズムのみ付点 2分音符＋4分音符のパターンを
残し，和音はすべてアレンジ 3番と同じく基本的なも
のとし，これをアレンジ C とした。アレンジ 5番は
2018年度のままで，アレンジ D とした。これらの楽
譜を，アレンジ A からアレンジ D の順で徐々に難し
くなる様に配置した。2019年度のアレンジのうち，
アレンジ B とアレンジ D が 2018年度のアレンジ 3

番とアレンジ 5番に完全一致しており，アレンジ A
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譜例 3 アレンジ A（2019） 譜例 4 アレンジ B（2019）

譜例 5 アレンジ C（2019） 譜例 6 アレンジ D（2019）
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とアレンジ C は，2018年度の調査を基に，改良した
ものである。

2）アンケートの手順と事前指導について
2019年度のアンケート「《みんなともだち》につい
てのアンケート（2019）」は，2019年 6月の「器楽・
声楽Ⅱ」の全 4クラスで，質問用紙と楽譜（アレンジ
A-D）を配布し，授業内で事前指導を行った上で学生
に持ち帰ってもらい，次の授業までの 1週間で 1時間
程度という練習時間を与え，達成状況を質問用紙の回
収と授業での演奏によって確かめた。2018年度のア
ンケートでは，練習時間を 1週間で 30分としていた
が，《ちゅうりっぷ》などのシンプルなリズムで 12小
節ほどの非常に短い曲と違い，《みんなともだち》は
リズムが複雑なだけでなく，33小節と曲も長い。そ
の為，《みんなともだち》はアレンジが 5曲あると初
見で最後まで目を通すだけで 30分の時間制限の大半
が過ぎてしまい，練習する時間がないとの声が相次い
だ。初見についてのアンケートではない為，練習に時
間が費やせないのであれば，アンケートの趣旨を達成

出来ないということで，2019年度は練習時間を倍の
長さの 1時間と設定した。先の楽譜の改良，この設定
時間の変更，そして以下に説明する事前指導の導入に
よって達成状況の改善が望まれる。アンケートの楽譜
はアレンジ A から始めて，アレンジ A が弾ける様に
なったらアレンジ B へ，次はアレンジ C へという順
で練習するよう 2018年度と同様の指示を出した。ア
ンケートの楽譜と質問，指示は全クラスで共通である
が，事前指導はそれぞれ異なるものとした。これは，
事前指導の内容によって曲の習得がどの様に変化する
のかを観察するためである。
全クラス共通の説明事項として，アンケートの趣旨
と手順を説明した後，クラスごとに異なる事前指導を
行った。4クラスの事前指導内容は表 2に示してい
る。1クラスごとに事前指導内容を 1項目ずつ増やし
た。
上記の事前指導後に，アンケートへの回答をスムー
ズに進める為，全クラス共通で次の 3点のリズムにつ
いて補足説明を行った。1点目は譜例 3-6が示してい
る様に右手メロディーの 8分音符の連続（ ）を，3

表 1 2018年度・2019年度アレンジの比較

表 2 事前指導内容
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分割のリズム（ ）に読み替えて演奏すること，2
点目は右手メロディー 3小節目のシンコペーションの
リズム（ ）について，3点目はアレンジ C の左
手パートに連続して出てくる付点 2分音符＋4分音符
のリズムパターン（ ）についてである。また，
歌唱については，歌詞を明瞭に，明るく，覇気を持っ
て，表情は柔らかく，聴かせる相手を想定して目配り
も加える，といった注意を促した。

3）アンケートの質問項目
今回のアンケートの質問項目は，以下の 6点とし
た。実際のアンケート質問用紙は資料 3に示してい
る。
（1）大学入学までのピアノ経験：未経験・1年未満
・1～4年・5～10年・10年以上のどれか？
（2）1週間での達成状況：アレンジ A-D のうち，
どこまで弾けたか？
（3）事前指導は役に立ったか：役に立った・まあま
あ・役に立たなかった
（4）授業以外で他の楽器やダンスの経験がある
か？：経験がある他の楽器・ダンスの名前とその期間
はどれくらいか？
（5）アンケートの楽譜を弾いて，難しさを感じたリ
ズム（複数回答可）：左手の のリズム（アレンジ
C）・メロディーの のリズム（全アレンジ共通の
メロディーのリズム）・メロディーのシンコペーショ
ン （全アレンジ共通のメロディー 3小節目の 1-2

拍目）・その他（自由記述）
（6）練習して難しかった個所を，自由な形式で楽譜
に直接書き込む。
質問（1）のピアノ経験は，アンケート参加の学生
がどの程度のピアノ経験を持って，どの程度まで弾け
たかを調査する為の質問である。質問（2）は，前項
で説明した事前指導の効果を，配付楽譜の達成度によ
って確認する為である。また，事前指導に対する学生
の率直な感想を知る為に，質問（3）の事前指導につ
いての質問が加わった。質問（4）は，複雑なリズム
の曲を習得するに際して，ピアノ以外の楽器やダンス
の経験（どちらも授業以外の経験）が助けになるか参
考にするためである。質問（5）のリズムに関する問
いは，アレンジに含まれるリズムパターンに関する質
問である。最後の質問（6）では，練習して難しかっ
た所を，リズムに限らず，自由に回答させた。

Ⅳ アンケート調査結果と考察

1）大学入学までのピアノ経験とクラス分け状況
ここでは，アンケートに参加した学生の大学入学ま
でのピアノ経験と，「器楽・声楽Ⅰ，Ⅱ」の授業にお
けるクラス分けについて述べる。図 2xvi と図 3に示し
た様に，アンケート参加学生のピアノ経験の内訳は，
2018年度はピアノ未経験の学生が 29％，1年未満の
学生が 13％である。これに対し 2019年度はピアノ未
経験の学生が 26％，1年未満の学生が 10％となって
おり，初心者とカテゴリー出来るこの 2つのグループ
の合計で 2019年度は 6％減少しているのが分かる。
反対に，ピアノ経験 1-4年の学生は 2018年度に 18％
だったのに対し，2019年度は 25％となり，7％増加
している。ピアノ経験豊富とされるカテゴリーの 5-

10年と 10年以上の学生は，2018年度は其々 29％と
11％の合計 40％，2019年度は 24％と 15％の合計 39

％で，ほとんど変わらなかった。2019年度の学生の
特徴としては，初心者の学生が減った分，入学までに
少しだけピアノ経験を積んだ学生が増えたことだろ
う。
上記のような様々な経験を持った学生に対し，「器
楽・声楽Ⅰ，Ⅱ」の授業は 1年次後期（15回）と 2

年次前期（15回）の一年間の必修科目となってい
るxvii。各回 90分の授業は，45分ずつコード理論や歌
唱などを学ぶ全体講義と，3～4人で構成されるピア
ノ実技のグループレッスンのローテーションで行われ
る。グループレッスンでは，6名のピアノ担当教員が
其々合計 30名程度の学生を受け持ち，1年間を通し
て指導する。1年次の授業初日にクラス分けテストを
行い，全体を初心者・準初心者からなる「すみれ」と
経験者からなる「つばめ」に分ける。この「すみれ」
と「つばめ」でローテーションを組むのである。
ピアノ実技の授業 1年間で全学生が教則本，リズム
曲，弾き歌い曲の各カテゴリーから単位取得の条件と
なる曲数を課題曲として習得する。初心者・準初心者
の学生は教則本カテゴリーからバイエル 8曲，ブルグ
ミュラー 1曲，ソナチネ 1曲，リズム曲カテゴリーか
ら 4曲，弾き歌い曲カテゴリーから 18曲を習得する。
経験者の学生は，その経験の度合いによって，ブルグ
ミュラーから，または，ソナチネからのスタートとな
る。ブルグミュラーからスタートの学生は，教則本カ
テゴリーとしてブルグミュラー 1曲，ソナチネ 1曲，
リズム曲カテゴリーから 8曲，弾き歌い曲カテゴリー
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から 25曲を習得する。ソナチネスタートの学生の場
合，教則本カテゴリーはソナチネ 2曲，リズム曲カテ
ゴリー 12曲，弾き歌い曲カテゴリー 30曲を習得す
る。加えて，ブルグミュラー，ソナチネスタートの学
生は，1年次の初めに復習のために必ずバイエル 98

番－105番からの 2曲を習得することになっている。
「すみれ」，「つばめ」共に，教則本カテゴリーの曲は，
担当講師が学生のレベルに応じて課題曲を選択する
が，リズム曲や弾き歌い曲のカテゴリーは，学生に自
主的に指定のテキスト曲集xviii から課題曲を選ばせる
ケースが多い。テキスト曲集掲載曲の中でも弾き歌い
曲《みんなともだち》は，曲の認知度やメロディーの
複雑なリズムを考慮すると決して易しい曲ではなく，
「すみれ」の学生だけでなく「つばめ」の学生であっ
てもあまり選択しない曲である。その為，《みんなと
もだち》は，学生が自主的に課題として選ぶことがほ
とんどない弾き歌い曲とも言える。以上の状況を踏ま
えて，残りのアンケート結果を考察していきたい。

注
i 本号では第Ⅳ章－1までを（1）として，次号で第Ⅳ
章－2から第Ⅴ章までを（2）として掲載する。

ii 「衣川ほか 2018」の頁 133表 32を参照のこと。この
表 32ではテキスト掲載曲の中で実際に実習で歌った曲
が示されているが，《アイスクリームのうた》，《さん
ぽ》，《勇気 100％》などかなり複雑なリズムの曲が含ま
れていることが分かる。

iii 「衣川ほか 2018」頁 133表 33を参照のこと。先のテ
キスト掲載曲 25曲に対して，テキストにない曲は 41
曲にも及ぶことが分かる。

iv 「衣川ほか 2018」頁 134。
v 「武藤ほか 2019」では学生が効率的に取得できる簡易
伴奏のアレンジについて明らかにしている。

vi 「武藤ほか 2019」を参照のこと。
vii 「衣川ほか 2017」頁 52-53の表 2-4を参照のこと。
viii メロディーはアレンジ 1番－5番ですべて同じとし，
伴奏のみ変えた。1番易しいと見做される 1番はコード
のベース音などによる単音伴奏で 4分音符，又は，2分
音符によるシンプルなリズム，2番は単音伴奏だが 8分
音符のリズムや音の跳躍が含まれるもの，3番は三和音
で 2分音符等のシンプルなリズムのもの，4番は三和音
を分散和音にしたり 8分音符などでリズムを付けたり
したもの，1番難しいとされる 5番は自由なアレンジと
しシンコペーションや 16分音符のリズムなども含む伴
奏とした。

ix 《みんなともだち》の伴奏アレンジについては，Ⅲ章
1）にて詳しく述べる。

x 「衣川ほか 2017」頁 68の資料 3-1を参照のこと。大
学入学以前に知っていた曲としては，《みんなともだ
ち》は 48名の学生しか挙げていない。

xi 「久保 2017」頁 195-198を参照のこと。
xii アップテンポでリズムの複雑な曲のリズム打ちや聴
音を実施するには，音楽の専門家レベルのトレーニン
グが必要となってくるのは明らかである。

xiii「佐藤 2018」頁 124-127を参照のこと。
xiv「高﨑 2016」頁 37を参照のこと。
xv 「武藤ほか 2019」頁 114図 4を参照のこと。
xvi「武藤ほか 2019」頁 111図 1より比較の為，抜粋。
xvii その他に 3年次前期に選択科目としてのピアノの授
業があるが，全員が履修するわけではない為，ここで
は扱わない。

xviii「器楽・声楽Ⅰ・Ⅱ」では以下のテキスト曲集を使用
している。坂井康子・岡林典子・南夏世・衣川久美子
・古庵晶子・篠原眞紀子・山﨑和子・由井敦子（2015）
『3コードで OK なるほどかんたん！リズム曲集～保
育・教育現場で楽しく弾けてすぐに役立つ～』サーベ
ル社，坂井康子・岡林典子・南夏世・山﨑和子（2006）
『幼稚園教諭，保育士，小学校教員をめざす人のための
ピアノテキスト－歌おう♪弾こう♪こどもとともに』
ヤマハミュージックメディア，坂井康子・岡林典子・

図 2 大学入学までのピアノ経験（2018年度） 図 3 大学入学までのピアノ経験（2019年度）

甲南女子大学研究紀要Ⅰ 第 56号（2020年 3月）９２



南夏世・佐野仁美（2008）『教育・保育現場で毎日使え
る コードでかんたん！こどものうたマイ・レパート
リー』ヤマハミュージックメディア。《みんなともだ
ち》を始め，《ちゅうりっぷ》，《大きなくりの木の下
で》，《どんぐりころころ》，《山の音楽家》，《森のくま
さん》もこれらのテキスト曲集に含まれている。
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資料 1 「弾き歌いの伴奏についてのアンケート（2018）」
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資料 2 アンケートの楽譜を練習して難しかった個所
「弾き歌いの伴奏についてのアンケート（2018）」より
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資料 3 「《みんなともだち》についてのアンケート（2019）」
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